
千葉市病院局標準的な職及び標準職務遂行能力を定める要綱 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第１５条の２第

１項第５号及び第２項の規定に基づき、職務の種類及び職制上の段階に応じ、病

院局における標準的な職及び当該職に係る標準職務遂行能力を定めるものとする。 

 （標準的な職） 

第２条 標準的な職は、次の表の職務の種類の部に掲げる職務の種類及び同表の職

制上の段階の欄に掲げる職制上の段階に応じ、同表の標準的な職の欄に掲げると

おりとする。 

職務の種類 職制上の段階 標準的な職 標準職務遂行能力 

１  次部に

掲げる職

務以外の

職務 

次長の属する職制上の段階 局長 標準職務遂行能力表

（局長職）（別表第１） 

参事、技監、院長又は副院長

の属する職制上の段階 

部長 標準職務遂行能力表

（部長職）（別表第２） 

課長、事務長、総括主幹、診

療局長、室長、薬剤部長又は

看護部長の属する職制上の

段階 

課長 標準職務遂行能力表

（課長職）（別表第３） 

課長補佐、事務長補佐、診療

放射線技師長、臨床検査技師

長、副薬剤部長、副看護部長

又は副医療安全室長の属す

る職制上の段階 

課長補佐 標準職務遂行能力表

（課長補佐職）（別表 

第４） 

主査、主査補、科統括部長、

科部長、科長、看護師長又は

副室長の属する職制上の段

階 

主査 標準職務遂行能力表

（主査職）（別表第５） 

主任主事、主任技師、主任保

育士、主任社会福祉士、主任

精神保健福祉士、主任介護福

祉士、主任診療情報管理士、

主任医長、医長、主任薬剤師、

主任診療放射線技師、主任診

療エックス線技師、主任臨床

工学技士、主任臨床検査技

主任 標準職務遂行能力表

（主任職）（別表第６） 



師、主任理学療法士、主任作

業療法士、主任視能訓練士、

主任心理療法士、主任歯科衛

生士、主任栄養士、主任言語

聴覚士、主任助産師、主任看

護師及び助産師（３級）又は

看護師（３級）の属する職制

上の段階 

主事、技師、保育士、社会福

祉士、精神保健福祉士、介護

福祉士、診療情報管理士、医

師、歯科医師、薬剤師、診療

放射線技師、診療エックス線

技師、臨床工学技士、臨床検

査技師、理学療法士、作業療

法士、視能訓練士、心理療法

士、歯科衛生士、栄養士、言

語聴覚士、助産師（２級以下）

又は看護師（２級以下）の属

する職制上の段階 

主事 標準職務遂行能力表

（主事職）（別表第７） 

２  技能労

務職の職 

技能主任、看護補助主任、技

能員又は看護補助員の属す

る職制上の段階 

技能員 標準職務遂行能力表

（技能員職）（別表第

８） 

 （標準職務遂行能力） 

第３条 標準職務遂行能力は、前条の表の職務の種類の部に掲げる職務の種類及び

同表の標準的な職の欄に掲げる標準的な職に応じ、同表の標準職務遂行能力の欄

に掲げるとおりとする。 

 （委任） 

第４条 この要綱に定めるもののほか、標準的な職及び標準職務遂行能力に関し必

要な事項は、病院事業管理者が別に定める。 

   附 則 

 この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

別表第１ 

 標準職務遂行能力表（局長職） 

１ 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理観を有し、医療を担うプロ

として局の重要課題に責任を持って取り組むとともに、法

令や規律を遵守し、全力をもって職責を果たすことができ

る。 



２ 課題解決・企画 医療を取り巻く状況を的確に把握したうえで、局の重要課

題を設定し、解決策を立案するとともに、それを実行する

ことができる。 

３ 判断・決断 医療情勢や病院運営状況等を踏まえ、病院運営に大きな影

響を及ぼす重要な事案について、大局的な見地から妥当性

を判断し、的確かつ迅速な意思決定を行うことができる。 

４ 説明・調整 局を横断する業務について、自らが積極的に局間の調整を

行い、関係者相互のバランスを図りつつ、自身の考えを粘

り強く説明し、理解・協力を得ることができる。 

５ 組織運営 市の経営層として、局の使命・役割を明示し、全庁的・長

期的な観点から、局の目標を設定するとともに、部下の意

欲と能力を最大限に引き出し、成果を上げることができ

る。 

６ 育成指導 部下の能力や適性を的確に把握するとともに、職務遂行に

必要な能力を身につけさせるなど、育成・指導することが

できる。 

別表第２ 

 標準職務遂行能力表（部長職） 

１ 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理観を有し、医療を担うプロ

として担当分野の重要課題に責任を持って取り組むとと

もに、法令や規律を遵守し、全力をもって職責を果たすこ

とができる。 

２ 課題解決・企画 医療を取り巻く状況を的確に把握したうえで、担当分野の

重要課題を設定し、解決策を立案するとともに、それを実

行することができる。 

３ 判断・決断 医療情勢や病院運営状況等を踏まえ、重要な事案につい

て、大局的な見地から妥当性を判断し、的確かつ迅速な意

思決定を行うことができる。 

４ 説明・調整 病院を横断する業務について、自らが積極的に病院間の調

整を行い、関係者相互のバランスを図りつつ、自身の考え

を粘り強く説明し、理解・協力を得ることができる。 

５ 組織運営 病院の使命・役割を明示し、上位目標を踏まえて病院の目

標を設定するとともに、部下の意欲と能力を最大限に引き

出し、成果を上げることができる。 

６ 育成指導 部下の能力や適性を的確に把握するとともに、職務遂行に

必要な能力を身につけさせるなど、育成・指導することが

できる。 

別表第３ 



 標準職務遂行能力表（課長職） 

１ 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理観を有し、医療を担うプロ 

として部門の課題に責任を持って取り組むとともに、法令

や規律を遵守し、全力をもって職責を果たすことができ

る。 

２ 課題解決・企画 医療を取り巻く状況を的確に把握したうえで、所管業務に

関する課題を設定し、解決策を立案するとともに、それを

実行することができる。 

３ 判断・決断 医療情勢や病院運営状況等を踏まえ、長期的な視点から、

部門の責任者として、所管業務について、迅速かつ的確な

判断・決断を行うことができる。 

４ 説明・調整 部門を横断する業務について、適切に調整等を行い、関係

者相互のバランスを図りつつ、自身の考えを粘り強く説明

し、理解・協力を得ることができる。 

５ 業務遂行 知識・技能・情報等を活用し、目標達成に向け、計画的か

つ効率的に業務を遂行することができる。 

６ 組織運営 部門の使命・役割と所管業務の意義を明示し、上位目標を

踏まえて課の目標を設定するとともに、部下の意欲と能力

を最大限に引き出し、成果を上げることができる。 

７ 部下指導・人材育

成 

部下の能力や適性を的確に把握し、指導により職務遂行に

必要な能力を身につけさせ、行動を引き出すとともに、仕

事を通じた育成指導について部門としての計画を立て、実

践することができる。 

別表第４ 

 標準職務遂行能力表（課長補佐職） 

１ 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理観を有し、医療を担うプロ

として所管業務の第一線において責任を持って課題に取

り組むとともに、法令や規律を遵守し、全力をもって職責

を果たすことができる。 

２ 課題解決・企画 医療を取り巻く状況を的確に把握したうえで、組織や上司

の方針に基づいて所管業務に関する課題を設定し、解決策

を立案するとともに、それを実行することができる。 

３ 判断・決断 医療情勢や病院運営状況等を踏まえ、長期的な視点から、

所管業務について、迅速かつ的確な判断・決断を行うこと

ができる。 

４ 説明・調整 部門を横断する業務について、適切に調整等を行い、関係

者相互のバランスを図りつつ、自身の考えを粘り強く説明

し、理解・協力を得ることができる。 



５ 業務遂行 部門の所管業務の円滑な遂行のため、部門内外の連絡調整

を行うとともに、知識・技能・情報等を活用し、目標達成

に向け、計画的かつ効率的に業務を遂行することができ

る。 

６ 組織運営 部門長を支援し、部門の目標の設定、達成に向けた部門の

統率等について積極的に意見を述べるとともに、部下の意

欲と能力を最大限に引き出し、成果を上げることができ

る。 

７ 部下指導・人材育

成 

部下の能力や適性を的確に把握し、指導により職務遂行に

必要な能力を身につけさせ、行動を引き出すとともに、仕

事を通じた直接的な育成指導を行うことができる。 

別表第５ 

 標準職務遂行能力表（主査職） 

１ 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理観を有し、医療を担うプロ

として責任をもって所管業務に取り組むとともに、法令や

規律を遵守し、全力をもって職責を果たすことができる。 

２ 課題解決・企画 所管業務に係る課題を的確に把握し、解決策を立案すると

ともに、それを実行することができる。 

３ 判断・決断 医療情勢や病院運営状況等を踏まえ、長期的な視点から、

所管業務について、迅速かつ的確な判断・決断を行うこと

ができる。 

４ 説明・調整 関係者相互のバランスを図りつつ、自身の考えを粘り強く

説明し、理解・協力を得ることができる。 

５ 業務遂行 上位目標を踏まえ所管業務の目標を設定し、適切な業務分

担の下、目標達成に向けて知識・技能・情報等を活用し、

計画的かつ効率的に業務を遂行することができる。 

６ 組織運営 部門の使命・役割に基づき組織目標を設定するとともに、

部下の意欲と能力を最大限に引き出し、成果を上げること

ができる。 

７ 育成指導 部下の能力や適性を的確に把握するとともに、職務遂行に

必要な能力を身につけさせるなど、育成・指導することが

できる。 

別表第６ 

 標準職務遂行能力表（主任職） 

１ 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理観を有し、医療を担うプロ

として責任をもって担当業務に取り組むとともに、法令や

規律を遵守し、全力をもって職責を果たすことができる。 



２ 課題解決・企画 担当業務に係る課題を発見し、解決策を立案するととも

に、それを実行することができる。 

３ 判断・決断 医療情勢や病院運営状況等を踏まえ、上司や同僚の指示・

指導をもとに、担当業務について迅速かつ的確な判断・決

断を行うことができる。 

４ 説明・調整 関係者相互のバランスを図りつつ、自身の考えを粘り強く

説明し、理解・協力を得ることができる。 

５ 業務遂行 所管業務の目標設定に参画し、知識・技能・情報等を活用

し、目標の達成に向け、担当業務を適切かつ円滑に遂行す

ることができる。 

６ 育成指導 同僚の勤務状況を把握するとともに、自らの知識や経験を

活かして業務について積極的に説明・支援するなど、職務

遂行に必要な力が身につくよう協力することができる。 

別表第７ 

 標準職務遂行能力表（主事職） 

１ 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理観を有し、医療を担うプロ

として責任をもって担当業務に取り組むとともに、法令や

規律を遵守し、全力をもって職責を果たすことができる。 

２ 課題解決・企画 

 

担当業務に係る課題を発見し、解決策を立案するととも

に、それを実行することができる。 

３ 判断・決断 医療情勢や病院運営状況等を踏まえ、上司や同僚の指示・

指導をもとに、担当業務について迅速かつ的確な判断・決

断を行うことができる。 

４ 説明・調整 関係者相互のバランスを図りつつ、自身の考えを粘り強く

説明し、理解・協力を得ることができる。 

５ 業務遂行 所管業務の目標設定に参画し、知識・技能・情報等を活用

し、目標の達成に向け、担当業務を適切かつ円滑に遂行す

ることができる。 

別表第８ 

 標準職務遂行能力表（技能員職） 

１ 倫理 全体の奉仕者として、高い倫理観を有し、医療を担うプロ

として責任をもって担当業務に取り組むとともに、法令や

規律を遵守し、全力をもって職責を果たすことができる。 

２ 業務遂行 知識・技能・情報等を活用し、目標達成に向け、担当業務

を計画的かつ効率的に遂行することができる。 

３ 支援・指導 同僚の勤務状況を把握するとともに、業務について積極的

に説明・支援するなど、職務遂行に必要な力が身につくよ

う協力することができる。 



 


